
新ビジュアル薬剤師実務シリーズ　上　薬剤師業務の基本［知識・態度］第3版

頁 場所 修正前 修正後 補足 掲載

第３章 薬剤師業務-２.薬局

55 図15 ※１参照 24/07/26

第６章 医薬品情報管理-２.病院における医薬品情報管理 ─医療従事者向け情報を中心に

141 本文下から8行目 ●受け付けた質疑は，「Q＆Aシステム」

や「Q＆Aカード」などの方法で記録して

おくことが大切である．次に同じ質疑を

受けた場合の回答が容易となる（図3）．

質疑内容を電子的に記録・保存してい

る施設や，紙媒体に記録，保存している

施設がある．

●受け付けた質疑は，「Q＆Aシステム」

などの方法で記録しておくことが大切で

ある．次に同じ質疑を受けた場合の回

答が容易となる（図3）．質疑内容を電子

的に記録・保存し，施設内だけでなく施

設外でも情報共有するようになってきて

いる．

24/07/26

141 図3 ※２参照 24/07/26

142 表2「AI-PHARMA」

の行

AI-PHARMA

https://aipharma.jp

副作用サーチ，相互作用サーチなど，登

録制

AI-PHARMA（木村情報技術株式会社）

https://aipharma.jp

さまざまな医療機関のQ&A を共有す

るAI システム

24/07/26

144 本文下から8行目

〜4行目

「オメプラール
®
錠」 「オメプラゾン

®
錠」 合計3箇所

24/07/26

144 本文最下行 従って粉砕可能かどうかはわかりにくい

が，インタビューフォームでは，分割・粉

砕して投与できないと明記されている．

もしその医薬品が粉砕可能か粉砕不可

であるかを調べるのが困難である場合

は「錠剤・カプセル剤粉砕ハンドブック」
4）

などの書籍を参考にするとよい．

従って粉砕可能かどうかはわかりにく

い．このような場合は「錠剤・カプセル剤

粉砕ハンドブック」
4）

などの書籍を参考

にするとよい．

　また薬剤によっては，インタビュー

フォームの「ⅩⅢ . 備考」に粉砕に関す

る情報が掲載されている場合がある．

24/07/26

145 本文上から12行目 直接問い合わせる． 直接問い合わせることも検討する． 赤字追加 24/07/26

147 本文上から3行目 A　1カプセル 16,859.20円（2017年8月時

点の薬価）

A　1カプセル 7,277.10円（2024年4月時

点の薬価）
24/07/26

152 図11 説明文下から

4行目

報告用紙は，PDMAのホームページなど

から入手可能である．

PDMAホームページより引用

報告用紙は，PMDAのホームページなど

から入手可能である．

PMDAホームページより引用

画像も差し替えまし

た． ※３参照 24/07/26

第７章 リスクマネジメント-５.感染制御

191 図5のタイトル ICSとAST ICTとAST 24/03/08

第10章 薬局に特殊な業務-４.ドーピング防止活動

275 表2 ※４参照 24/07/26

275 表3 ※５参照 24/07/26

第11章 セルフメディケーションの支援-２．要指導医薬品・一般用医薬品の定義，スイッチOTC医薬品とダイレクトOTC医薬品

282 表3 ※６参照 24/07/26

283 表4 ※７参照 24/07/26

285 図3 医療用医薬品の添

付文書の画像（左）

を差し替えました．

※８参照

24/07/26

第11章 セルフメディケーションの支援-３.リスク分類と法律

291 図3 タイトル 要指導医薬品の情報提供文書の作成

例

情報提供文書の作成例 赤字削除．画像も差

し替えました．※９参

照

24/07/26

正誤表・更新情報

■第3版　第7刷（2024年2月15日発行）の修正・更新箇所
※第1刷からの修正箇所は https://www.yodosha.co.jp/correction/9784758109376_corrections.pdf をご参照ください

本書中に訂正・更新箇所等がございました。お手数をお掛けしますが、下記ご参照頂けますようお願い申

しあげます （2024年7月26日）
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